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石川県立美術館だより
DAYORI
B I J U T S U K A N

● コレクション展示　主な作品

● 展覧会回顧

●  文化財現地見学募集

●  講演会記録

●  ミュージアムレポート

●  行事予定

●  所蔵品紹介

■特別陳列
　加賀藩の美術工芸 前田育徳会尊經閣文庫分館

■ 秋の優品選 第2～6展示室

■地域文化が育んだ
  美術館・博物館の名品展 

当館企画展

重要文化財　染付鷺文三脚付皿　佐賀県立九州陶磁文化館
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平成23年9月11日(日)～10月23日(日)会期中無休

　

総
点
数
二
〇
〇
点
の
中
か
ら
四
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

重
文　

灰
釉
多
口
瓶　

　

長
頸
瓶
を
基
本
と
し
、
肩
に
四
個
の
注
口
を
付
け
た
珍

し
い
器
形
で
、
猿
投
窯
の
初
期
灰
釉
陶
器
の
代
表
的
作
品

で
す
。
こ
の
多
口
瓶
は
そ
の
様
式
や
伴
出
の
器
物
か
ら
み

て
九
世
紀
初
め
頃
の
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
以

来
の
子
持
須
恵
器
の
伝
統
を
ひ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

肩
の
注
口
は
浄
瓶
の
口
と
似
て
お
り
、
仏
器
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
素
地
は
須
恵
質
で
す
が
、

肩
か
ら
胴
の
一
部
に
か
け
て
緑
色
の
灰
釉
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
然
釉
と
ま
ぎ
ら
わ
し
く
見
え
ま
す
が
、
施
釉
し

た
も
の
で
す
。
シ
ャ
ー
プ
な
轆
轤
目
と
篦
使
い
で
、
厳
し

く
締
ま
っ
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。
猿
投
窯
の
灰
釉
陶
器
が
、

後
に
施
釉
陶
器
と
し
て
の
古
瀬
戸
窯
と
し
て
発
展
、
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

重
文　

染
付
鷺
文
三
脚
付
皿 

　

卓
越
し
た
意
匠
、
完
璧
な
焼
成
技
術
、
鍋
島
と
し
て
は

径
28
セ
ン
チ
と
大
ぶ
り
な
作
行
で
あ
り
、
鍋
島
の
代
表
的

な
作
品
の
一
点
で
す
。
彩
色
は

染
付
け
に
よ
る
一
色
で
す
が
、

鷺
を
白
く
塗
り
残
す
こ
と
に
よ

り
、
も
う
一
つ
の
色
と
し
て
白

を
効
果
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

蓮
の
葉
の
も
と
に
鷺
が
三
羽
、

そ
れ
ぞ
れ
の
姿
態
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
配
置
の
う
ま
さ
は
鍋
島
な
ら
で
は

の
も
の
で
す
。
鷺
の
背
景
は
染
付
け
に
よ
る
瑠
璃
地
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
広
い
面
を
ム
ラ
な
く
仕
上
げ
る
の
は
至
難

の
技
で
す
。
裏
面
は
幅
の
広
い
蛇
の
目
高
台
で
、
高
台
縁

に
如
意
頭
形
の
三
脚
が
つ
き
ま
す
。
三
脚
の
畳
付
は
施
釉

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
浮
か
せ
て
焼
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
裏
面
三
方
に
木
蓮
ふ
う
の
折
枝
文
を
描
い
て
い
ま
す
。

完
成
度
の
高
い
鍋
島
藩
窯
の
作
品
で
す
。

根
来
塗　

足
付
鉢　

　

堅
牢
な
木
地
の
上
に
、
下
地
を
つ
く
っ
て
黒
漆
を
塗
り
、

そ
の
上
に
朱
漆
を
塗
っ
た
漆
器
は
、
年
代
・
製
作
地
を
問

わ
ず
根
来
塗
と
総
称
さ
れ
ま
す
。
本
品
は
、
や
や
深
め
の

鉢
に
、
三
本
の
猫
足
が
つ
い
た
も
の
で
、
口
縁
部
に
、
幅

広
の
縁
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
よ

う
な
鉢
は
、
寺
院
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
供
物
を
盛
る
容

器
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

芭
蕉
朱
地
経
縞
上
衣　

　

沖
縄
産
の
糸
芭
蕉
の
繊
維
を
糸
と
し
て
用
い
た
芭
蕉
布

は
、
庶
民
の
夏
の
衣
料
と
し
て
古
く
か
ら
織
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
大
戦
後
の
混
乱
や
生
活
様
式
の
激
変
、
技
術
者

の
高
齢
化
な
ど
で
衰
退
し
、
今
で
は
大
宜
味
村
喜
如
嘉
を

中
心
に
限
ら
れ
た
地
域
で
織
ら
れ
る
の
み
で
す
。
こ
れ
は

芭
蕉
布
を
主
体
に
、
縞
の
部
分
に
絹
や
木
綿
を
用
い
た
、

十
八
世
紀
の
上
級
士
族
の
衣
裳
と
し
て
首
里
で
織
ら
れ
た

も
の
で
す
。

当館企画展

地域文化が育んだ美術館・博物館の名品展
主　催／石川県立美術館　　後　援／日本博物館協会

芭蕉朱地経縞上衣
沖縄県立博物館・美術館

根来塗　足付鉢
和歌山県立博物館

重文　灰釉多口瓶
愛知県陶磁資料館

裏面
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9月10日(土)～10月23日(日)会期中無休

　
「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
加
賀
藩

三
代
藩
主
前
田
利
常
と
、
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の
人
と
な

り
、
思
想
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
書

跡
、
典
籍
や
美
術
工
芸
品
の
収
集
方
針
に
つ
い
て
は
、

三
十
年
程
前
ま
で
は
、
利
常
は
財
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て

名
品
を
買
い
あ
さ
っ
た
の
に
対
し
て
、
綱
紀
は
深
い
学
識

に
基
づ
い
て
体
系
的
に
収
集
し
た
と
評
価
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
綱
紀
の
学
識
は
、
江
戸
幕
府
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の

講
義
に
列
席
し
、
中
庸
、
大
学
、
論
語
な
ど
の
一
節
を
講

じ
て
賞
を
与
え
ら
れ
る
な
ど
、
将
軍
綱
吉
を
も
感
嘆
さ
せ

る
ほ
ど
深
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

対
し
て
利
常
は
、
京
都
の
後
水
尾
天
皇
の
文
化
政
策
を

模
範
と
し
て
、
反
幕
府
的
姿
勢
を
明
確
に
し
た
文
化
政
策

の
一
環
で
文
物
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
江

戸
幕
府
の
視
点
か
ら
の
歴
史
的
評
価
は
、
綱
紀
の
ほ
う
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
石
川
県
立
美
術
館
で
は

一
連
の
展
示
を
と
お
し
て
、
利
常
の
文
化
政
策
を
、
幕
藩

体
制
に
屈
従
を
強
い
ら
れ
た
思
い
の
昇
華
と
い
う
図
式
で

捉
え
直
し
、
江
戸
と
京
都
、
幕
府
と
宮
廷
の
政
治
力
学
の

中
で
、
独
自
の
立
場
を
保
持
す
る
卓
抜
し
た
戦
略
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
綱
紀
は
叔
父
に
あ
た
る
徳
川
（
水
戸
）
光
圀

と
同
じ
く
南
朝
顕
彰
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
付
記

し
て
お
き
ま
す
。
こ
の
立
場
は
、
武
力
に
よ
る
政
権
奪
取

の
否
定
に
繋
が
る
も
の
で
も
あ
り
、
綱
紀
は
利
常
以
来
の

徳
川
氏
へ
の
反
発
を
静
か
に
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ

に
確
認
さ
れ
ま
す
。
個
性
的
な
文
化
は
、
し
ば
し
ば
様
々

な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
や
置
か
れ
た
立
場
の
相
違
と
い

う
、
あ
る
種
の
対
立
軸
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。「
加
賀
藩
の

美
術
工
芸
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
再
認
識
す
る
好
機

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

学芸員の眼
　

一
六
七
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
人
一
種
』
に
は
〝
書
物
集
メ
ハ
松
平
加
賀
守
綱
利
（
加
賀
藩
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の

幼
名
）〞
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
綱
紀
は
十
七
歳
か
ら
書
物
の
収
集
を
始
め
て
お
り
、
三
十
一
歳
の
時
点
で
そ
の
実
績
は

世
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
綱
紀
の
祖
父
、
三
代
藩
主
前
田
利
常
も
古
筆
、
典

籍
の
収
集
に
熱
心
で
、
古
典
文
学
や
仏
教
学
に
つ
い
て
該
博
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
綱
紀

は
体
系
的
に
収
集
し
、
実
際
に
読
み
込
み
、
ま
た
自
ら
監
修
し
て
写
本
も
数
多
く
制
作
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財
力
に
も

の
を
言
わ
せ
て
収
集
し
、
そ
の
物
量
を
誇
る
と
い
う
よ
う
な
次
元
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
学
問
を
自
己
の
存
在
証
明

と
し
て
、
武
力
や
財
力
で
は
な
く
理
性
に
よ
っ
て
卓
越
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

重文　伝周文　四季山水図（左隻部分）
室町15世紀

重文　荏柄天縁起絵巻（下巻　部分）
鎌倉14世紀

加賀藩の美術工芸

特別陳列

前田育徳会
尊經閣文庫分館
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前
号
の
古
美
術
部
門
に
続
き
、
近
現
代
の
絵
画
・
彫
刻

部
門
に
関
し
、
主
な
展
示
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
画
で
は
屏
風
と
軸
、
額
装
を
織
り
交
ぜ
、
木
島
桜

谷
「
咆
哮
」、
橋
本
関
雪
「
八
仙
人
図
」
と
い
っ
た
六
曲

一
双
屏
風
の
大
作
、
今
尾
景
年
「
古
樹
木
兎
図
」、
前
田

青
邨
「
鮒
」
な
ど
の
小
動
物
を
描
い
た
佳
品
の
軸
物
、
額

装
で
は
石
川
義
「
山
里
」、
西
山
英
雄
「
残
照
」、
曲
子
光

男
「
流
」
な
ど
の
大
作
と
、
玉
井
敬
泉
「
山
の
秋
」
な
ど
、

「
秋
」
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

油
彩
画
で
は
鴨
居
玲
が
「
蛾
と
老
人
」「
教
会
」

「
1
9
8
2
年 

私
」と
年
代
を
追
っ
て
三
点
。「
蛾
と
老
人
」

は
昭
和
四
十
三
年
の
作
品
で
、
鴨
居
が
自
己
の
ス
タ
イ
ル

を
決
定
し
た
時
期
の
代
表
作
で
す
。「
教
会
」は
五
十
三
年
、

扉
も
窓
も
な
い
巨
大
な
教
会
が
宙
に
浮
か
ぶ
シ
ュ
ー
ル
な

作
品
。
金
沢
美
大
で
鴨
居
を
教
え
た
高
光
一
也
は
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
溢
れ
る
二
十
七
年
の「
裸
婦
」と
円
熟
期
の「
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
」。
宮
本
三
郎
は
晩
年
の
代
表
作
「
裸
女
達

に
捧
ぐ
」
と
「
熱
叢
夢
」。
ま
た
高
光
と
宮
本
に
つ
い
て

は
以
前
金
沢
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
を
飾
っ
て
い
た
大
壁
画

「
森
の
精
」
と
「
加
賀
獅
子
舞
」
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

　

彫
刻
で
は
明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
石
川
彫
刻
の
流
れ
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
塑
像
、
木
彫
、
石
彫
、
金
属
と
技

法
・
材
質
は
多
岐
に
わ
た
り
、
豊
か
な
展
開
に
驚
き
ま
す
。

吉
田
三
郎
「
山
羊
を
飼
う
老
人
」、
松
田
尚
之
「
人
魚
」、

木
下
繁
「
裸
婦
」、
長
谷
川
八
十
「
軍
鶏
」、
高
橋
清
「
人

と
ト
ラ
ロ
ッ
ク
」
な
ど
の
大
家
の
代
表
作
と
梶
本
良
衛
、

清
水
良
治
、
山
下
晴
子
な
ど
現
在
活
躍
中
の
作
家
の
作
品

を
網
羅
し
ま
す
。

秋の優品選

第2～6展示室

9月10日(土)～10月23日(日)会期中無休9月10日（土）～10月23日（日）会期中無休

主な展示作品

コレクション展示室

油彩画 秋の優品選

彫刻 秋の優品選

近現代工芸

日本画 秋の優品選

特別陳列
「加賀藩の美術工芸」

「蒔絵螺鈿秋月蒔絵硯箱」 五十嵐道甫
「笹に兎図」  久隅守景
「薄木版詩歌」  本阿弥光悦

古美術 秋の優品選

古美術

国宝　色絵雉香炉　　　
重文　色絵雌雉香炉
　　　ともに野々村仁清　　

「地域文化が育んだ
   美術館・博物館の名品展」
第2会場

「咆哮」 木島桜谷
「残照」 西山英雄
「流」 曲子光男

「裸婦」 木下　繁
「軍鶏」 長谷川八十
「山羊を飼う老人」 吉田三郎

「蛾と老人」 鴨居　玲

「カサブランカ」 高光一也
「熱叢夢」 宮本三郎

「森の精」高光一也 「加賀獅子舞」宮本三郎
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昭
和
の
時
代
か
ら
巨
匠
と
謳
わ
れ
た
日
本
画
家
が
次
々

と
鬼
籍
に
入
る
中
、
巨
匠
不
在
と
も
い
わ
れ
る
現
代
日
本

画
壇
。
幾
人
か
の
巨
匠
が
画
壇
を
牽
引
し
た
時
代
は
終
わ

り
を
告
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
画
の
主
題
も
表
現
も

多
様
化
し
、
次
々
と
「
洋
画
」
と
「
日
本
画
」
を
〝
越
境
〞

す
る
作
家
・
作
品
が
台
頭
し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は

公
募
団
体
の
枠
に
収
ま
ら
ず
、
個
展
を
中
心
に
発
表
を
続

け
海
外
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る
作
家
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
時
代
は
、
一
握
り
の
「
巨
匠
」
に
よ
り
支
え
ら
れ
た

画
壇
か
ら
、
得
体
の
知
れ
な
い
未
知
の
創
造
力
が
う
ご
め

く
、
ア
ー
ト
シ
ー
ン
へ
と
シ
フ
ト
を
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
展
示
で
西
山
英
雄
と
い
う
巨
匠
と
、

そ
の
弟
子
達
の
仕
事
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
画
壇
と
い
う
地
中
の
深
く
に
、
師
弟
と
い
う

根
が
あ
っ
て
初
め
て
開
く
花
も
あ
る
。
と
い
う
こ
と
が
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
イ
デ
ィ
ア
や
時
流
に

の
る
だ
け
で
な
く
、
本
物
に
よ
る
触
発
の
み
が
生
み
出
し

得
る
芸
術
。
そ
れ
は
、
明
治
以
来
じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
れ

た
日
本
画
そ
の
も
の
の
味
わ
い
で
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り

今
し
ば
ら
く
は
、
巨
匠
た
ち
が
種
を
蒔
い
た
画
壇
の
中
に
、

本
物
が
生
ま
れ
続
け
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で

す
。
会
場
を
訪
れ
た
皆
様
か
ら
は
「
日
本
画
の
魅
力
を
再

認
識
し
た
」
と
い
う
お
声
を
多
数

頂
戴
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展

開
催
に
際
し
、
西
山
英
雄
氏
の
ご

遺
族
を
は
じ
め
一
門
の
皆
様
、
関

係
各
位
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平成23年7月16日(土)～9月6日(火)

展覧会回顧

西山英雄と一門展
─昭和の巨星と金沢美大出身の俊英たち─

第
四
十
二
回

  

文
化
財
現
地
見
学  

参
加
者
募
集

　

  

近
江
・
い
の
り
の
か
た
ち

│
三
館
連
携
特
別
展
「
神
仏
い
ま
す
近
江
」
を
中
心
に
│

　

今
秋
、「
神
仏
い
ま
す
近
江
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
信
楽
、
瀬
田
、
大
津
の
三
会
場
で
、

近
江
の
宗
教
美
術
三
〇
〇
点
に
よ
る
大
規

模
な
展
覧
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
こ
の

特
別
展
を
軸
に
滋
賀
県
の
美
術
館
、
文
化
財

を
巡
り
ま
す
。

◆
見
学
地

【
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
】

　
「
神
仏
い
ま
す
近
江
」
瀬
田
会
場

　
　
「
天
台
仏
教
へ
の
道

│
永
遠
の
釈
迦
を
求
め
て
│
」

【
M
I
H
O
 M
U
S
E
U
M
】

　
「
神
仏
い
ま
す
近
江
」
信
楽
会
場

　
　
「
祈
り
の
国
、
近
江
の
仏
像

│
古
代
か
ら
中
世
へ
│
」

【
大
津
市
歴
史
博
物
館
】

　
「
神
仏
い
ま
す
近
江
」
大
津
会
場

　
　
「
日
吉
の
神
と
祭
り
」

【
佐
川
美
術
館
】

　

  

平
山
郁
夫
、
佐
藤
忠
良
、
楽
吉
左
右
衛
門　
　

　

の
作
品
を
中
心
に
展
示
す
る
美
術
館

【
三
井
寺
】（
長
等
山
園
城
寺
）

　

  

国
宝
、
重
文
合
わ
せ
て
五
十
二
件
の
文
化　
　

　

財
を
有
す
る
天
台
宗
の
古
刹
。

◆
申
込
み
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
文
化
財
現
地
見
学
」
希

望
と
明
記
し
、
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
郵
便

番
号
・
ご
住
所
・
お
電
話
番
号
・
会
員
番
号

を
記
入
の
上
、
ご
応
募
下
さ
い
。

（
記
載
漏
れ
の
場
合
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
宛
先

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三

金
沢
市
出
羽
町
二
―
一

石
川
県
立
美
術
館
「
文
化
財
現
地
見
学
」
係

◆
応
募
締
切
り

　

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）
必
着

期
日
／ 

平
成
23
年
11
月
12
日（
土
）

　
　
　

〜
13
日（
日
）一
泊
二
日

日
程
／ 

出
発
・
12
日
午
前
７
時
30
分

　
　
　

帰
着
・
13
日
午
後
６
時
30
分

発
着
／ 

金
沢
駅
西
口

※
移
動
は
全
て
貸
し
切
り
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
代
金
／
友
の
会
会
員
２
３
、０
０
０
円
、

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

２
４
、０
０
０
円
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講演会記録

　「素顔の作家たち」
　　講師　長谷川徳七氏・長谷川智恵子氏
　　（日動画廊社長・副社長）平成23年4月24日（日）

　

開
催
中
の
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
の
作
家

の
中
か
ら
、
日
動
画
廊
が
現
在
ま
で
続
く
最
初
の

要
と
な
っ
た
藤
田
嗣
治
さ
ん
に
つ
い
て
、
ま
ず
話

し
ま
す
。

　

藤
田
さ
ん
は
昭
和
八
年
に
日
本
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
翌
九
年
日
動
画
廊
に
現
れ
た
藤
田
さ
ん
に
、

父
は
個
展
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
み
ま
し
た
。

当
時
画
廊
は
銀
座
に
は
一
軒
も
な
い
時
で
、
日
動

画
廊
は
銀
座
五
丁
目
で
大
き
さ
も
結
構
あ
り
ま
し

た
の
で
、
藤
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
渡
り
に
舟
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
快
く
了
解
し
て
く
れ
、
そ
れ
か

ら
藤
田
さ
ん
と
の
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

私
共
は
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、
日
仏
、
日
英
の
招
待
状
な
ど
、

藤
田
さ
ん
が
展
覧
会
の
開
き
方
を
全
部
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
世
界
的
に
有
名
な
画
家
で
す
か
ら
、

外
交
官
の
車
が
ず
ら
っ
と
店
の
前
に
並
び
、
外
交

官
夫
人
が
盛
装
し
て
入
っ
て
来
て
、
藤
田
さ
ん
が

恭
し
く
手
を
取
っ
て
キ
ス
を
す
る
。
日
本
で
は
絶

対
に
見
ら
れ
な
い
場
面
を
目
の
当
た
り
に
し
て
大

変
な
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
終
戦
ま
で

十
回
ほ
ど
藤
田
展
を
開
き
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
い
た
藤
田
さ
ん

の
弟
子
、
海
老
原
喜
之
助
や
東
郷
青
児
の
展
覧
会

を
や
っ
て
く
れ
と
の
こ
と
で
、
新
進
の
画
家
達
が

日
動
画
廊
で
展
覧
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て
皆

大
変
な
大
家
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

わ
け
で
藤
田
さ
ん
と
日
動
画
廊
の
付
き
合
い
は
非

常
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
日
動
画
廊
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
画
家
は
藤
島
武
二
先
生
。
藤
島
先
生
は
絵
を

決
し
て
売
ら
な
か
っ
た
。
父
も
画
商
に
な
っ
た
か

ら
に
は
藤
島
先
生
の
絵
を
扱
い
た
い
と
、
何
度
も

伺
っ
た
の
で
す
が
だ
め
で
し
た
。
で
す
が
昭
和

十
二
、三
年
頃
に
な
る
と
、
中
国
と
の
戦
争
が
焦

臭
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ア
ト
リ
エ
に
絵
を
残
し
て

い
て
は
あ
ぶ
な
い
と
感
じ
て
、
長
谷
川
な
ら
ば
と

扱
わ
さ
せ
て
貰
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生

の
家
の
裏
に
引
っ
越
し
て
ア
ト
リ
エ
の
絵
を
全
部

整
理
し
て
、
い
ろ
い
ろ
画
廊
に
出
し
て
も
ら
っ
た
。

藤
島
大
フ
ァ
ン
が
、
我
も
我
も
と
買
っ
て
い
き
、

そ
れ
で
、
戦
火
に
あ
わ
ず
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
二
十
年
の
大
空
襲
で
藤
島
先

生
の
家
も
日
動
画
廊
も
全
部
焼
け
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
か
ら
、
み
ん
な
失
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
藤
島
先
生
は
新
制
作
協
会
と
深
く
関
わ
っ

た
方
で
し
た
の
で
、
協
会
立
ち
上
げ
の
会
合
を
私

ど
も
の
画
廊
で
開
い
た
り
し
て
、
猪
熊
源
一
郎
や

脇
田
和
さ
ん
達
と
の
付
き
合
い
も
出
来
た
の
で
す
。

（
以
上
長
谷
川
徳
七
氏
）

　

梅
原
龍
三
郎
先
生
は
私
と
主
人
に
と
っ
て
、
画

廊
に
入
っ
て
か
ら
大
変
恩
の
あ
る
方
で
し
た
。
私

達
は
二
代
目
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
画
家
が
父
か

ら
の
お
付
き
合
い
、
私
達
の
功
績
は
何
も
な
い
ん

で
す
。
そ
う
し
た
中
で
梅
原
先
生
と
父
と
は
あ
る

時
か
ら
お
付
き
合
い
が
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
私
達
が
二
十
代
で
先
生
は
七
十
代
、
先
生
の

お
孫
さ
ん
と
私
が
同
じ
よ
う
な
年
で
し
た
。

　

意
を
決
し
て
先
生
が
パ
リ
に
滞
在
さ
れ
て
た
所

に
二
人
で
伺
い
ま
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
、
日
本
か

ら
は
大
抵
五
〇
〇
ド
ル
く
ら
い
し
か
持
っ
て
出
ら
れ

な
い
時
代
で
、
み
ん
な
質
素
な
生
活
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
梅
原
先
生
は
良
い
ホ
テ
ル
の
広
い
部
屋
に

一
月
く
ら
い
陣
取
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
そ
の

晩
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
供
し
て
、
先
生
は
堂
々
と
ワ
イ

ン
を
リ
ス
ト
か
ら
選
び
、
こ
の
肉
は
な
ど
と
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
講
義
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

生
か
ら
絵
を
い
た
だ
い
て
帰
る
と
、
画
廊
の
中
で
鼻

高
く
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
学
ん
だ
こ
と
の
一
つ
に

「
謙
虚
で
あ
れ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ

だ
け
の
巨
匠
で
、
あ
れ
だ
け
の
実
績
が
あ
る
の
に
、

私
達
が
一
回
先
生
を
食
事
に
お
誘
い
す
る
と
「
次

は
僕
が
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
し
て
お
呼
び
に

な
る
時
は
必
ず
時
間
よ
り
前
に
来
て
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
す
。
迎
え
る
側
の
礼
儀
を
き
ち
ん
と
な
さ
る

方
で
し
た
。（
以
上
長
谷
川
智
恵
子
氏
）

　

最
後
の
頃
は
、
戦
前
の
良
い
作
品
と
か
、
こ
れ

は
傑
作
だ
な
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ら
持
っ
て
こ

い
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
お
持
ち
す

る
と
、
一
点
が
二
点
か
三
点
の
晩
年
の
絵
に
な
っ

て
戻
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
集
め
た
自
分
の

作
品
を
全
部
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
寄
贈
な
さ

い
ま
し
た
。（
以
上
長
谷
川
徳
七
氏
）

※ 

平
成
23
年
４
月
24
日
に
、「
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト

レ
イ
ト
展
│
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
の
巨
匠
達
│
」

の
関
連
企
画
と
し
て
当
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
講
演
会
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
お
い
て

要
約
し
た
も
の
で
す
。
二
人
が
語
ら
れ
た
作
家

藤
田
嗣
治
、
藤
島
武
二
、
梅
原
龍
三
郎
、
佐
伯

祐
三
、
宮
本
三
郎
、
中
川
一
政
、
鴨
居
玲
の
中

か
ら
三
名
を
記
載
し
ま
し
た
。

長谷川智恵子氏　　　　長谷川徳七氏



BIJUTSUKAN DAYORI  No .3367

■
講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　

聴
講
無
料

二
日
（
日
）

日
本
各
地
に
息
づ
く
伝
統
工
芸

嶋
崎　

丞　

当
館
館
長

■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
講
義
室　
　
　
　
　
　

聴
講
無
料

十
五
日

柴
田
是
真

西
田
孝
司　

担
当
課
長

二
十
二
日

伝
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
を
読
み
解
く

村
上
尚
子　

学
芸
主
任

■
映
画
上
映　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　

入
場
無
料

十
六
日
（
日
）

萩
焼　

十
一
代
三
輪
休
雪
の
鬼
萩

16
ミ
リ
映
画　

37
分

磯
井
正
美
の
わ
ざ　

│
蒟
醤
の
美
│

16
ミ
リ
映
画　

40
分

二
十
三
日（
日
）
志
野
に
生
き
る　

鈴
木
藏

16
ミ
リ
映
画　

33
分

彩
な
す
首
里
の
織
物　

│
宮
平
初
子
│

16
ミ
リ
映
画　

40
分

　

夏
休
み
に
行
わ
れ
ま
し
た
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
七
月
二
十
七

日
、
二
十
九
日
、
八
月
一
日
の
三
日
間
は
、
制
作

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一・
二
年
生
の
「
か
く

れ
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
を
つ
く
ろ
う
」
で
は
、
木
ぎ
れ
で

自
分
の
宝
物
な
ど
を
か
く
せ
る
建
物
を
制
作
。
一

年
生
は
、
カ
ラ
フ
ル
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
建
物
が

多
く
、
二
年
生
は
木
ぎ
れ
の
並
べ
方
で
模
様
に
し

て
み
た
り
と
お
し
ゃ
れ
な
建
物
。
作
風
に
違
い
が

あ
り
ま
す
。
三・
四
年
生
は
、「
か
ご
を
あ
も
う
」。

紙
ひ
も
で
の
か
ご
作
り
は
要
領
を
得
る
ま
で
少
し

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
同
じ
材
料
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
方
の
手
に
か
か
る
と
様
々
な
形
に
生
ま
れ
か

わ
り
、
そ
こ
に
一
工
夫
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
す
て

き
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
五・
六
年
生
「
油
絵

に
挑
戦
！
」
で
は
、
本
格
的
に
キ
ャ
ン
バ
ス
に
油

絵
の
具
で
果
物
や
グ
ラ
ス
な
ど
の
絵
を
制
作
。
は

じ
め
て
の
油
絵
制
作
で
も
、
皆
さ
ん
の
挑
む
よ
う

な
姿
勢
が
作
品
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
夏
休
み
の
制
作
講
座
の
作
品
を
、
美
術
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　

八
月
七
日
に
行
わ
れ
た
、「
ア
ー
ト
の
森
で
〝
さ

が
し
て
み
よ
う
！
〞」
は
夏
休
み
企
画
の
展
示
室

「
さ
が
し
て
み
よ
う
」
の
鑑
賞
講
座
。
参
加
者
に
は
、

虫
眼
鏡
を
手
に
持
っ
た
こ
の
「
さ
が
し
て
み
よ
う
」

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
み
る
み
る
く
ん
〞
の
よ
う
に
作

品
を
よ
ー
く
み
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
質
問
に
答
え

て
ね
と
講
座
が
ス
タ
ー
ト
。
低
学
年
の
参
加
者
が

多
く
親
子
で
一
緒
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、「
子
ど
も
の
方
が
作
品
を
よ
く
み
て
い

る
！
」
い
う
保
護
者
の
方
の
声
も
聞
か
れ
、
親
子

で
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

十
月
は
「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ウ
ィ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
講
演

会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
美
術
館
に
関
係

す
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
日
は
、
日
本
語
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
金

田
一
秀
穂
氏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
特
別
講
演

会
。
二
日
は
当
館
嶋
崎
丞
館
長
が
「
日
本
各
地
に

息
づ
く
伝
統
工
芸
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。
ど

ち
ら
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は
三
日
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
に
よ
る
二
重
奏
、
七
日
に
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
弦
楽
四
重
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
前
十
一
時

三
十
分
か
ら
一
階
ロ
ビ
ー
を
会
場
と
し
た
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

八
日
九
日
は
「
伝
統
芸
能
鑑
賞
会
」
が
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
す
。
演
目
は
「
春
の
海
」
と
「
越
後

獅
子
」。
こ
の
行
事
だ
け
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

歴
史
博
物
館
、
四
高
記
念
文
化
交
流
館
、
伝
統

産
業
工
芸
館
、
図
書
館
な
ど
周
辺
の
施
設
で
も
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

季
節
、
文
化
に
浸
る
一
日
を
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ミュージアムレポート

夏休み
キッズ☆プログラム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

十
月
の
行
事
予
定
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作
者
は
妻
や
娘
、
孫
な
ど
、
ご
く
身
近
で
気
の
置
け

な
い
親
し
い
人
々
を
モ
デ
ル
と
し
て
描
い
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
二
人
の
娘
さ
ん
は
、
少
女
の
頃
か
ら
描
き
続

け
ら
れ
、
成
長
の
過
程
が
う
か
が
え
る
ほ
ど
で
す
。
作

品
の
バ
ッ
ク
や
衣
服
の
模
様
に
は
、
時
に
絵
具
を

チ
ュ
ー
ブ
か
ら
画
面
に
直
出
し
す
る
な
ど
の
厚
塗
り
を

施
し
、
こ
う
し
た
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
肖
像
画
や

人
物
画
を
突
き
抜
け
た
作
品
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
作
は
娘
さ
ん
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
、
物
思
い
に

耽
る
眼
差
し
は
外
へ
向
か
う
の
で
は
な
く
、
自
己
の
内
へ

と
沈
潜
し
、
見
る
者
を
思
索
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。
そ

し
て
人
物
を
中
心
か
ら
外
し
た
構
図
、
毛
皮
の
う
ね
る

よ
う
な
タ
ッ
チ
の
積
み
重
ね
、
寒
色
を
主
体
と
す
る
重
い

色
調
が
、
思
索
を
さ
ら
に
深
め
、
ど
こ
か
非
日
常
的
な

円
地
氏
独
自
の
絵
画
世
界
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

作
者
は
大
正
十
四
年
小
松
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭

和
二
十
五
年
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
卒
業
。
同
年
第

六
回
日
展
初
入
選
、
三
十
八
年
・
四
十
七
年
日
展
特
選
。

四
十
一
年
光
風
会
展
寺
内
賞
、
四
十
七
年
同
展
中
沢
賞
、

平
成
五
年
同
展
文
部
大
臣
賞
受
賞
。
昭
和
五
十
八
年
北

國
文
化
賞
、
平
成
三
年
金
沢
美
術
工
芸
大
学
を
退
官
し
、

名
誉
教
授
に
就
任
。
さ
ら
に
金
城
大
学
短
期
大
学
部
美

術
学
科
長
と
し
て
後
進
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

（
第
３
展
示
室
）
で
展
示
中

10月の休館日は
24日（月）～26日（水）

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　　※（　　）内は団体料金

毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日

10月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

次回の展覧会
前田育徳会尊經閣文庫分館 第2展示室

尊經閣文庫名品展
─国宝 宝積経要品─

石川県の名宝
─国宝・重文・県文─

第4展示室 第5展示室

古澤洋子・五味祥子・山下晴子 展 竹工芸　橋本仙雪
─古典とモダンのはざまに─

企画展示室

第58回　日本伝統工芸展金沢展


